
理事会 

日時：令和 2 年 10 月 12 日月曜日 19 時より   Zoom による WEB 会議にて開催  

（出席）齋藤、松岡、桐山、島津、丸本、吉波、藤井、森、能登、大平、丁子 

（欠席）橋爪、渡邊、安本、小倉、 

≪報告事項≫ 

１．県士会関連事業  

１）災害リハビリテーション委員会（別紙報告書参照） 

   9 月 25 日に災害訓練として地震発生後の情報収集を県士会メーリングリストにより実施（高林氏）。 

   昨年度までのＦＡＸよりも情報収集が迅速。メーリングリストの登録率が３５％と低く、昨年度の回収率 

60％を下回る 44％。 

   メーリングリスト登録者数増のために、メーリングリストでの配信を頻回にしていく。 

   メーリングリスト活用対策も講じていく（島津氏、塚田氏）。 

２）認知症作業療法委員会 

   9 月 26 日土曜日 若年性認知症センターの支援（安本理事、中山氏） 

   11 月 21 日(安本氏、河井氏)、1 月 16 日（河井氏、他 1 名）、3 月 20 日（2 名）の予定。 

   11 月以降の内容は今後検討。 

３）教育部 

（１）臨床実習指導者講習会 

   12 月 19 日、20 日 定員 40 名にて開催予定。現在 22 名が登録済み。デイケアや精神科の参加者が少な 

いため声かけ。石川県士会は県助成金の活用。 

   県 PT 士会は、3 月小集団にて開催予定。 

OT 協会より連携に関するアンケート依頼あり、能登理事対応。 

（２）MTDLP 

   藤井暁子氏から山本皓太氏（アルペンリハ）に担当変更。 

４）地域アドバイザー委員会（別紙報告書参照） 

   10 月 3 日に地域支援事業に資する人材育成研修会（WEB 開催）（大平理事、中山氏参加）。 

協会の地域包括ケアシステム推進委員会は、協会組織再編に伴い、常設化する予定（11 月協会理事会で 

承認）。協会の流れを汲み、県士会においても組織再編を検討。 

東海北信越ブロックでのグループワークで行動目標シートを作成し、10 月 12 日に Zoom にて発表予定 

（大平理事、赤尾氏担当）。 

５）介護ロボットニーズ・シーズ連携協調協議会 

公益財団法人 富山県新世紀産業機構 ヘルスケア産業研究会でセミナー「介護現場での新しい取り組み 

  事例と今後必要となる福祉・介護技術について」より講演依頼あり、齋藤対応（11 または 12 月の予定）。 

６）広報部 

   新理事および担当部署を変更した理事の名刺を作成す。名刺が不足している場合も作成。 

予算は総務部より支出（見積り連絡のため）。 

７）その他 

（１）主任介護支援専門員更新研修の受講要件に関わる該当研修 

・10 月 16 日〆切、齋藤会長返答 

・ファシリテーターの経験者（いるもの）：臨床実習指導者研修会、MTDLP 事例検討会 

  ・2 時間以上研修（マネジメント含むもの）：専門職協議会研修会、東海北陸作業療法学会 

 



（２）健康と長寿の祭典 

  ・9 月 29 日 Zoom による Web 会議（谷越氏、大平氏、中山氏）。 

・企画段階では普及指導事業部が担当。 

・前日までの準備は、認知症作業療法委員会、地域アドバイザー委員会も加わった３委員会で担当。 

・当日は認知症に関する内容の需要が高いことから認知症委員会がメイン担当。 

・内容によって、対応等を今後検討。 

・10 月 13 日リハ専門職協議会にて、運営についての相談。 

（３）OT 福祉用具支援ネットワーク富山 

・メーリングリストにて参加の呼びかけ。８月の開設以降、登録者数・相談件数ともに増加。 

 

２．協会関連事業 

１）コロナに関するアンケート 

  ・メーリングにて周知済み 

２）第 13 回 障害保健福祉領域における作業療法（士）の役割に関する意見交換会 

  ・周知の依頼あり、HP およびメーリングにて対応 

 

≪検討事項≫ 

１．コロナに関する情報交換会 

  ・理事会、または総務の予算にて 12 月または 1 月に実施予定 

２．次年度の年会費 

  ・協会は会費の減額は行わず、県士会もこれに準ずる。 

・県士会の目的にある「会員の研鑚」のための、中止、延期している研修会を可能なものから再開。 

 （OT 協会よりシラバス、プログラム等が決められているもの） 

３．全体会 

 ・12 月 16 日（水）Zoom にて開催。次年度の事業計画、事務連絡について報告。 

 

次回理事会：11 月 9 日（月）WEB にて開催 


